
 

洪水から生命と財産を守るために

洪水調節治水
計画

■鳴瀬川総合開発における洪水調節の計画

■洪水調節の効果（シミュレーション）

　ダムがなければ、上流に降った雨はそのまま下流に流れてしまうため、大雨が降った場合、河川が氾濫する等、被害が生じます。
　このため、ダムを建設し、一時的に洪水をダムに貯め込み、下流の洪水被害を軽減します。
　鳴瀬川総合開発事業は、鳴瀬川ダムの建設と漆沢ダムの再開発（洪水調節専用化）※を行い、洪水調節機能を強化します。

漆沢ダム地点におけ
る計画高水流量
650m³/sのうち、
470m³/sの洪水調
節を行う。

漆沢ダム地点におけ
る計画高水流量
650m³/sのうち、
600m³/sの洪水調
節を行う。

鳴瀬川ダムの建設
される地点における
計 画 高 水 流 量
660m³/sのうち、
630m³/sの洪水調
節を行う。

※洪水調節専用化：総貯水容量のうち、利水容量を洪水調節容量に振り替え、ダムの目的を洪水調節専用にすること。
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事業完成後現在

河川環境保全のために

　川はもともと、流れる水の浄化や生物の生息・生育・繁殖環境の保護、漁業や観光の場になるなど、様々な機能をもっています。しか
し、雨が少なく川が渇水になると、動植物の生息・生育・繁殖環境の悪化や農業用水の不足、景観の悪化、水質の悪化など、この機能を
維持することが難しくなります。
　鳴瀬川総合開発事業は、鳴瀬川及び田川の既得用水の安定補給等、流水の正常な機能の維持と増進を図ります。

通常時 渇水時

県道１６号

県道１６号

鳴瀬川

大崎耕土に対するかんがい用水の安定供給
　　

流水の正常な機能の維持利水
計画

かんがい利水
計画

　鳴瀬川ダムに貯めた水を使って、東北電力株式会社が最大出力2,300kWの発電を行います。水力発電は、発電にCO2を排出しな
いクリーンエネルギーです。

水力発電によるクリーンエネルギーの開発

発電利水
計画

■水車 ■発電機

平成6年撮影 平成6年撮影

　鳴瀬川流域の田畑は国内でも有数の穀倉地帯になっており大崎
耕土と呼ばれています。この大崎耕土は、平成29年3月「日本農業
遺産」 （農林水産省）、平成29年11月「世界農業遺産」（国際連合食
糧農業機関）に認定されました。
　鳴瀬川総合開発事業は、二ツ石ダ
ムと合わせて、鳴瀬川及び田川沿岸
の大崎耕土（約9,870ha）に対し、か
んがい用水を補給します。

※写真はイメージです（提供：東北電力株式会社）

　令和元年東日本台風に伴う洪水により、各地で甚大な被害が発生しました。
　この時、鳴瀬川の三本木水位流量観測所（大崎市三本木）では、最高水位が既往第２位の7.15mを記録し、氾濫危険水位(6.4m)を
0.75m超過しました。
　シミュレーションの結果、もし既設漆沢ダムが無かった場合、三本木橋水位観測所の水位は約7.7mとなったと考えられ、既設漆沢
ダムの洪水調節により約0.5m水位を低下させていたと推定されます。
　また、この時、鳴瀬川総合開発事業が完成していれば、三本木水位観測所の最高水位7.15mから、さらに約0.5m低下できたと考え
られ、同等規模の洪水に対し、ダム下流域の安全性が大きく向上する事が期待できます。

富谷市（7.97m計画高水位）

漆沢ダムが無かった場合の最高水位約 7.7m

今回洪水の最高水位 7.15m
約50cm
低下鳴瀬川総合開発事業 完了後 約6.6m

計画高水位 7.97m

（6.4m 氾濫危険水位）
（6.0m 避難判断水位）

（5.0m 氾濫注意水位）

（4.0m 水防団待機水位）
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鳴瀬川総合開発事業完了後、
最高水位を約 0.5m低下

既設漆沢ダムの洪水調節
により約0.5mの水位低下

鳴瀬川総合開発事業後は
ダムが無かった場合に対し
て約1mの水位低下

ダムは色々な役割を
持っているんだね。

鳴瀬川の上流で
水をいっぱい溜めて
下流を守るんだね。
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